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スクールフード

あけましておめでとうございます。本年も
どうぞよろしくお願い致します。

今回のテーマは「スクールフード」、すなわ
ち学校で生徒に提供される食事についてです。

この連載でも何度か書いておりますように
我が家には小さな子供が３人おります。上が6
歳の娘、下は３歳の双子男子です。娘は小学1
年生で、プレスクール（保育園・幼稚園）時
代も含めると学校生活は3年ほどになります。
双子の息子は、娘とは別の小学校に併設され
たプレスクールに9月に入学したところです。
娘の学校も息子たちの学校も、双方とも普通
の公立校で、日本語的表現でいえば「現地校」
となります。これら２つの学校をみている
と、「学校で生徒に提供される食事」のあり方
が米国では日本とかなり違っています。

まずは 「スクールランチ」、つまり学校での
昼食についてです。日本だと小学校で食べる
食事といえば「給食」です。生徒が配膳から
片付けまでの役割を担い、全校生徒が一緒の
ものを食べるのが「給食」であるとすれば、「給
食」は米国にはありません。

娘が通う小学校では、学年ごとに決められ
た昼食時間になると子供たちはカフェテリア
に食べに行きます。このカフェテリアは、外

部の“業者”が学区から委託されて運営して
います。

この学校には４歳から通えるのですが、そ
んな小さな子供でもカフェテリア通いとなり
ます。子供たちは、スクールランチのメニュ
ーから、メインディッシュとサイドディッシュ
を選びます。お弁当（サンドイッチなど簡単
なものが多い）を自宅から持ってくるのも自
由で、彼らはお弁当をカフェテリアに持って
いって他の子供達と一緒に食べます。ちなみ
に、スクールランチの値段は1食$2.60（約300
円）。

娘が通うこの学校では最近大規模な改装が
行われて、カフェテリアや業者も新しくなり
ました。そのお披露目のようなかっこうで、
学校でスクールランチの試食会が開催されま
した。写真にあるのがその際に出された試食
品です。サンプルなのでどのプレートも少し
しか入っていませんでしたが、なかなか美味
しかったです。ご飯は玄米でした。

一方、双子の息子が通うプレスクールは、
昨年開校したばかりの新しい学校です。カフ
ェテリアや大掛かりな調理設備がないため、
この学校では業者と契約し、個別にパックさ
れたランチを教室にデリバリーしてもらって
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います。生徒がメニューから好きなものを選
ぶ形式は、娘の学校と同じです。

この学校は、ワシントン市内でも近年再開
発された区域にあり、住民もヒップな人が多
いせいか（？）、食材制限のない「レギュラー」
メニューだけでなくベジタリアンメニューも
選択できます。グルテンフリーメニューなど
のアレルゲン除去食も用意されています。

値段は１ヶ月で$44（約4500円）。ランチの
中身については残念ながら写真を用意できま
せんでしたが、メニューからだけでもけっこ
う健康的な食事だと想像できるでしょう。

この学校は公立ですが、「モンテッソーリ」
という教育メソッドで生徒を教えています。
モンテッソーリでは調理も教育カリキュラム
に入っており、3歳の子供達は、自分でパン、
クッキー、マフィン等をつくって食べるとい
うこともやっています。スクールランチに自
分たちで調理した"サブ”メニューがあるのが
なかなか興味深いです。

次は「スクールブレックファスト」、朝食で
す。昼食が出されるのは日本でもあたりまえ
ですが、朝食となると違和感がありますね。

米国では相当数の学校が朝食を無料で提供
しています。貧しくて何も食べずに学校に来
る子供がたくさんおり、空腹の彼らは授業を
集中して聞くことが難しいということが問題
となって、朝食が無料で提供されるようにな
りました。質の良いメーカーのヨーグルトな
どが供されており、しっかりと栄養が摂れる
よう配慮されています。それが無料なのです。

先日、息子の学校の朝食風景を撮った写真
が学校から送られてきました。双子の片割れ
が、何を選んで食べるかを真剣に考えている
ところが写っています。彼は、どれを選択し
ても、すべてを選択しても、あるいはまった
く食べなくてもよいのです。我が家では普
段、朝食を家族全員で一緒にとっているので
すが、食いしん坊の彼らは学校に行ってもま
た食べます。彼らにとっての2度目の朝食は、
日本でいうところの「早弁」のようなもので
しょう。

最近の日本では貧困層にある子供が増えて
いて、食事は給食頼みなのに給食費が払えな
いケースがあったり、家でご飯を食べられな
いので常にお腹をすかしている子供がいたり
すると伝え聞きます。無料で朝食を食べたい
だけ食べることができるシステムを税金で導
入し、お腹を満たして授業に集中できるよう
にしたなら、これは日本でもすばらしい公共
サービスになるのではないでしょうか。
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